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岡
縷
鐵
羅
灘

十
日
町
市
の
公
共
事
業

3
ぎ

道
路
関
係
に
七
億
五
千
万
円

郡
市
の
建
設
省
関
係
の
公
共
事
業
が
こ
の
ほ
ど
き
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
十
日
町
市
の
公

共
事
業
は
、
市
長
は
じ
め
地
元
有
志
の
み
な
さ
ん
が
国
会
議
員
、
県
会
議
員
を
通
じ
中
央
に
強
力
な
運
動

を
展
開
し
た
結
果
、
総
額
十
億
三
千
六
百
三
万
円
と
昨
“
年
に
比
べ
て
大
巾
に
増
額
し
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
中
魚
沼
郡
内
は
中
里
村
二
億
一
千
二
十
万
円
、
津
南
町
一
億
二
千
三
百
十
七
万
円
、
川
西
町
二
億
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
コ
コ
ヨ

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、
十
日
町
市
の
事
業
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
十
日
町
市
の
公
共
事
業
の
内
訳
は

道
路
関
係
（
二
十
八
ヵ
所
）
七
億
四

千
七
百
六
十
万
円
、
河
川
（
九
ヵ

所
）
一
億
七
千
四
百
四
十
万
円
、
砂

防
（
七
ヵ
所
）
五
千
七
百
六
十
三
万

円
、
市
道
整
備
（
二
ヵ
所
）
千
三

百
四
十
万
円
、
都
市
計
画
関
係
（
五

ヵ
所
）
四
千
三
百
万
円
と
総
額
十
億

三
千
六
百
三
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

一
輯
七
号
線
（
本
町

通
り
）
に
二
億
円

　
お
も
な
窮
業
と
し
て
は
、
一
般
国

道
二
五
三
号
線
（
八
箇
地
内
）
改
良
，

工
事
で
二
億
二
千
二
百
万
円
、
舗
装

工
事
で
、
四
千
万
円
と
決
定
。
＋
日

町
－
六
日
町
間
は
今
秋
ま
で
に
完
成

し
ま
す
。

　
ま
た
一
般
国
道
一
一
七
号
線
（
本

町
通
り
）
は
二
億
円
と
な
り
、
一
般

国
道
二
五
二
号
線
は
、
改
良
舗
装
、

用
地
先
行
工
事
な
ど
で
一
億
六
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

〔
道
路
関
係
〕
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◎
国
道
関
係

▽
道
路
改
良
目
二
五
二
号
線
（
嘉
勝

　
－
轟
木
）
五
千
万
円
、
二
五
二
号

　
線
（
轟
木
－
焼
野
）
四
千
百
万
円

　
一
一
七
号
線
（
本
町
通
り
）
二
億

　
円
、
二
五
三
号
線
（
八
箇
）
二
億

　
二
千
二
百
万
円
、
二
五
三
号
線

　
（
山
本
ー
高
山
踏
切
り
立
体
交

叉
）
一
千
万
円

▽
舗
装
ほ
二
五
二
号
線
（
市
之
沢
）

　千五

百
万
円
、
二
五
三
号
線
（
八

箇
）
四
千
万
円

▽
橋
架
整
備
”
二
七
号
線
（
羽
根

　
川
橋
）
三
千
万
円
、
一
一
七
号
線

　
（
入
間
川
橋
）
三
千
万
円

▽
防
雪
“
一
一
七
号
線
（
中
条
新
田

　
消
雪
パ
イ
ブ
）
六
百
万
円
、
一
一

　
七
号
線
（
馬
場
ー
水
沢
消
雪
バ
イ

　
プ
）
七
百
二
十
万
円
、
二
五
二
号

　
線
（
名
ヵ
山
防
雪
柵
）
四
百
二
十

　
万
円

◎
地
方
道
関
係

▽
特
改
一
種
腫
水
沢
－
石
打
線
（
市

　
之
沢
）
六
百
万
円
、
十
日
町
－
羽

　
倉
線
（
鐙
坂
）
八
百
万
円
、
十
日

　
町
ー
塩
沢
線
（
麻
畑
）
五
百
万
円

　
姿
ー
土
市
線
（
太
田
島
）
六
百
万

　
円
、
城
内
1
焼
野
線
（
枯
木
又
）

鰻
四
百
万
円
、
明
神
ー
下
条
線
（
為

　
永
）
八
百
万
円
、
余
川
ー
十
日
町

　
線
（
江
道
）
三
百
万
円
、
当
間
ー

　
土
市
線
（
伊
達
）
三
百
万
円

▽
特
改
二
種
随
十
日
町
－
塩
沢
線

　
（
ニ
ッ
屋
）
二
百
万
円

▽
特
改
四
種
“
水
沢
－
石
打
線
（
市

　
之
沢
》
四
百
万
円

▽
橋
架
整
備
臼
十
日
町
ー
塩
沢
線

　
（
秋
葉
橋
）
千
五
白
三
†
万
円
、

　
水
沢
－
石
打
線
（
市
之
沢
）
千
百

　
四
＋
万
円

▽
凍
雪
害
防
止
口
水
沢
ー
石
打
線

　
（
大
石
）
三
百
万
円
、
当
間
ー
土

　
市
線
（
漆
島
）
三
百
三
十
万
円
、

　
十
日
町
ー
羽
倉
線
（
鐙
坂
）
七
百

　
二
十
万
円
、
当
間
ー
土
市
線
（
天

　
池
）
三
百
万
円

25

日
は
叢
の
投
票
日
で
す

　
　
　
　
　
市
長
選
は
記
号
式
投
票

　
市
長
、
市
議
の
投
票
日
は
四
月
二

†
碗
日
で
す
が
、
当
日
不
在
に
な
る

方
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

▽
期
間
　
四
月
十
五
日
～
四
月
二
十

　
　
　
四
日

▽
場
所
　
市
役
所
三
階
選
管
事
務
室

　
　
　
水
沢
出
張
所
、
下
条
出
張

　
　
　
　
所

▽
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後

　
　
　
　
五
時
ま
で
。

▽
そ
の
他
　
ハ
ン
コ
を
ご
持
参
く
だ

　
　
　
　
さ
い
。

記
号
式
投
票
の
方
法

投
票
所
に
は
○
の
ゴ
ム
印
と
ス
タ

上
越
新
幹
線
が
＋

日
町
地
内
を
通
過
す

る
こ
と
は
、
地
域
の

発
展
に
と
っ
て
天
き

な
ブ
ラ
ス
で
あ
る
と

し
て
、
去
る
三
月
十

五
日
の
市
議
会
定
例

　
な
お
決
議
文
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
「
上
越
新
幹
線
は
首
都
圏
と
日
本

海
沿
岸
地
帯
を
結
ぶ
相
互
の
地
域
開

発
を
促
進
し
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展

を
図
る
た
め
の
重
要
な
骨
格
路
線
で

あ
る
。

　
こ
の
際
、
上
越
新
幹
線
の
十
日
町

上
越
新
幹
線
の
誘
致
を

市
議
会
定
例
会
で
決
議

会
の
最
終
日
に
上
越
新
幹
線
の
十
日

町
地
内
通
過
及
び
、
十
日
町
駅
停
車

の
実
現
運
動
に
関
す
る
決
譲
案
を
全

員
一
致
で
採
択
し
、
今
後
強
力
な
運

動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

地
内
通
過
と
北
越
北
線
と
の
関
連
も

あ
り
十
日
町
駅
停
車
の
実
現
を
は
か

る
こ
と
は
、
い
ま
な
お
後
進
性
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
当
地
域
発
展
の

基
礎
で
あ
り
地
域
住
民
が
強
く
念
願

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
上
越
新
幹
線

の
†
日
町
地
内
通
過
及
び
十
日
町
駅

停
車
の
実
現
を
は
か
る
こ
と
を
決
議

す
る
。
」

市
長
に
感
謝
決
議

　
市
議
会
は
去
月
十
五
日
の
市
議
会

定
例
会
最
終
日
に
、
任
期
満
了
を
機

に
勇
退
す
る
市
艮
に
対
し
て
つ
ぎ
の

よ
う
な
主
旨
の
感
謝
決
議
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
「
市
長
十
二
年
間
の
永
き
に
亘
り

精
魂
を
傾
注
し
て
の
こ
さ
れ
た
業
績

は
大
き
く
、
特
に
北
越
北
線
の
着
工

学
校
の
整
備
や
豪
害
諸
立
法
の
整
備

と
、
近
代
都
市
建
設
の
諸
準
備
な
ど

を
整
え
な
が
ら
も
退
任
さ
れ
る
の
は

惜
し
み
て
あ
ま
り
あ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
市
議
会
は
、
市
民
を
代

表
し
て
決
議
を
も
っ
で
、
そ
の
功

を
多
と
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。
」

ン
プ
台
が
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

投
票
し
よ
う
と
す
る
傑
補
者
一
人

に
つ
い
て
そ
の
氏
名
の
上
の
O
を
つ

け
る
欄
に
O
を
押
す
こ
と
。

さ
い
。

　
立
会
演
説
会
の
お
し
ら
せ

　市艮

候
補
者
が
一
堂
に
会
し
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
政
見
を
述
べ
ま
す
。

候
補
者
の
主
張
や
政
策
を
き
く
よ
い

機
会
で
す
か
ら
、
お
さ
そ
い
あ
わ
せ

の
ろ
え
多
数
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
開
始
時
刻
は
定
刻
厳
守
、
演

○
の
ほ
か
何
も
轡
か
な
い
で
ぐ
だ
説
時
間
は
一
人
三
十
分
で
す
。

◎
日
時
と
場
所

月
　
日

開
始
時
刻

演
説
会
場

胃
大
日

胃
＋
九
日

四
旦
＋
百

午
後
一
時

午
後
一
時

午
後
七
時

水
沢
小
学
校
体
育
館

下
条
小
学
校
体
育
館

市
民
体
育
館

（
市
長
選
挙
立
会
演
説
会
）

◎
市
道
関
係

▽
特
改
一
種
“
吉
田
一
号
線
（
山

谷
）
六
百
万
円

▽
特
改
四
種
”
川
原
町
i
北
原
線

　
（
五
軒
新
田
）
七
百
四
十
万
円

〔
砂
防
関
係
〕

本
）
千
八
十
万
円

　中

之
沢
川
（
椌
木
）
六
首
三
万
円

　
田
川
（
赤
倉
）
七
百
二
十
万
円
、

　
く
す
れ
沢
川
（
ニ
ッ
屋
）
七
百
二

　
十
万
円
、
湯
之
沢
（
塩
之
又
）
地

　
す
べ
り
防
止
千
九
十
万
円
、
新
水

　
（
地
す
べ
り
防
止
）
五
百
三
十
万

　
円
、
峠
の
沢
川
（
柴
倉
）
千
二
十

　
万
円〔

河
川
関
係
〕

▽
国
直
轄
改
修
H
信
濃
川
（
高
山
）

　
千
九
百
五
十
万
円
、
信
濃
川
（
城

　
之
古
）
千
四
百
七
十
万
円
、
信
濃

　
川
（
馬
場
）
二
千
六
百
十
万
円
、

　
信
濃
川
（
高
島
）
二
千
四
百
十
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
『
．

円
▽
小
規
模
河
川
睦
川
治
川
（
川
治
）

　
　
　
　
　
　
ン
き

　
四
千
二
百
万
円
、
中
沢
川
（
島
）

二
千
八
百
万
円

▽
河
川
局
部
改
修
“
上
大
井
田
川

　
（
尾
崎
）
八
百
万
円
、
晒
川
（
学

　
校
町
）
八
百
万
円
、
最
明
寺
川

　
（
下
島
）
四
百
万
円

〔
都
市
計
画

　
　
　
　
　
関
係
〕

▽
道
路
改
良
農
駅
通
り
ー
川
原
町
線

　
（
駅
通
り
）
千
二
百
万
円
、
川
治

　
－
昭
和
酊
線
（
昭
和
町
一
）
千
六

百
万
円

▽
舗
装
“
本
町
西
線
（
千
代
田
町
）

九
百
万
円

▽
下
水
路
改
良
髄
中
沢
下
水
路
（
袋

　
町
）
三
百
刀
円

▽
公
園
整
備
“
住
吉
公
園
（
住
吉

　
町
）
三
百
万
円

　
常
任
委
員
会
の

　
名
称
を
変
更

　
四
月
二
十
五
円
執
行
の
市
議
会
議

員
選
挙
か
ら
市
議
会
議
員
の
定
数
が

二
十
八
人
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
常
任
委
員
会

の
名
称
、
委
員
定
数
な
ど
が
つ
ぎ
の

と
お
り
か
わ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
　
　
　
十
人

社
会
土
木
常
任
委
員
会
　
　
　
九
人

産
業
公
営
企
業
常
任
委
員
会
　
九
人

小
林
氏
ら
に
市
長
表
彰

　去月二十

一
日
の
春
分
の
日
、
商

工
福
祉
会
館
で
永
年
市
政
発
展
に
尽

力
し
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た
十
一
人

を
浅
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
市
ほ
う
賞
要
綱
に
基
づ
い

て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
自
治
、
教

育
、
産
業
振
興
な
ど
部
門
別
に
表
彰

し
た
も
の
で
す
。

▽
自
治
振
興

　
小
林
　
一
郎
　
倹
八
）
　
新
座
第
四

▽
教
育
振
興

　
柳
　
　
儀
一
　
（
五
八
）
吉
田
山
谷

▽
社
会
福
祉

　
村
山
　
米
平
　
（
七
二
）
下
条
四
丁
目

▽
産
業
振
興

　菅村新蔵

　
倹
七
）
岨
西
寺
町

▽
同

　樋口

　
　
清
（
七
二
）
中
条
背
戸

▽
建
設

　
春
川
　
三
二
　
（
ゴ
）
　
西
枯
木
又

▽
同

　
三
輪
孝
義
　
（
七
〇
）
高
田
町
一

▽
保
健
衛
生

　
鈴
木
　
　
智
　
（
2
）
袋
町
東

▽
統
計

　
関
口
　
美
影
　
伏
o
〉
本
町
五
丁
目

▽
交
通
安
全

　
山
内
与
喜
男
　
（
♂
）
本
町
二
丁
目

▽
観
光

　
関
口
太
郎
右
工
門
　
倹
も
川
原
町

　
市
農
林
課
は
、
三
月
二
十
六
日
市

役
所
で
農
事
連
絡
員
会
議
を
開
ら

き
、
部
落
別
、
販
売
農
家
別
米
生
産

調
整
目
標
数
量
及
び
米
買
入
予
約
限

度
数
量
を
内
報
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
県
か
ら
通

知
さ
れ
た
十
日
町
市
の
四
十
六
年
度

米
生
産
調
整
目
標
数
量
は
千
八
百
五

十
七
ト
ン
（
水
田
換
算
面
積
四
百
二
十

診
）
政
府
買
入
限
度
数
量
六
千
百
六

十
二
ト
ン
（
＋
万
二
千
七
百
俵
）
で
、

こ
れ
を
農
業
者
別
に
内
報
し
た
も
の

　
例
え
ば
、
百
俵
供
出
す
る
市
内
の

販
売
農
家
は
、
平
均
二
十
三
％
減
額

し
、
栽
培
面
積
の
約
二
割
減
と
な
り

政
府
買
入
限
度
数
量
は
約
七
十
七
俵

と
な
り
ま
す
。

▼
米
生
産
調
整
奨
励
補
助
金

　
稲
作
転
換
、
休
耕
、
土
地
改
良
通

年
施
行
な
ど
を
実
施
し
た
場
合
、
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

四
月
三
十
日
ま
で
に
実
施
計
画
書
を

農
亭
連
絡
員
を
通
じ
、
市
農
林
課
に

提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
補
助
金
を

貰
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
昭
和
四
十
六
伍
度
補
助
金
は
つ
ぎ

の
と
お
り
。

①
休
耕
”
平
均
＋
ノ
当
り
三
万
円
②

寄
託
休
耕
”
平
均
十
〆
当
り
三
万
五

千
円
③
普
通
転
作
“
平
均
十
1
当
り

三
万
五
千
円
④
特
別
転
作
口
平
均
十

1
当
り
四
万
円
。
【
写
真
は
農
事
連

絡
員
会
議
の
ひ
と
こ
ま
】

春の全国交通安全運動実施中

4月26日～5月1日
　　　　　　　（後期）

瀬’〃縮運転
の反違

放

　
又

十日町市交通安全対策会議

踊

米生産調整目標1，857㌧

販売農家に割り当て

　
　
安
全
な
通
園
、
通
学
を

小
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
に
か
よ
う
お
子
さ
ん
を
お
も
ち
の

”
お
母
さ
ん
”
こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
毎
朝
学
校
へ
子
ど
も
を
送
り
出
す
と
き
は
、
「
車
に
気
を
つ
け

　
て
」
と
声
を
か
け
て
送
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
子
ど
も
は
時
間
い
っ
ぱ
い
に
家
を
出
る

　
と
信
号
の
こ
と
を
忘
れ
て
か
け
出
し
が
ち

　
で
す
●
い
つ
も
早
目
に
登
校
さ
せ
る
よ
う

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
子
ど
も
た
ち
に
通
学
（
通
園
）
路
で
の

子
ど
も
を

事
故
か
ら
守
ろ
う

　
信
号
の
見
万
、
渡
り
方
、
曲
り
角
な
ど
の

　
注
意
を
教
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

霜
謹
購
矯
輪
羅
愈

　
さ
い
。

五
、
子
ど
も
の
亭
故
は
登
校
時
よ
り
下
校
後

に
多
く
お
き
て
い
ま
す
。

　
外
出
に
は
必
す
目
を
は
な
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　　皿　騙舘闘

繋
購

櫓
欝
冊

　
　
　
　
　
ら
ヤ

副
ム
ン

趨痛

市内交通事故発生状況

ル
較
減

年
比

前
の
増

年
期

前
同

46．3．31現在

一1

十8

1
19

0者死

負傷者27

一398一



第174号

市報とおかまち 昭和46年4月15日（木口日）　（胴和32年6月5日第三糎郵便物翼可）　一2一一

　　　　前納制度のご利用壷

　固定資産税．市民税、自民健康保険料など納

税のとき，年額分をあわせて前納されますと前

’納服奨金が交付されますのでご利用ください。

　　　土市、下条局を自動化
■十日町電報電話局は、今年度事業として申し

込み即時通話の土市、下条局を自動化し、、．ダ

イヤル式に切りかえます。

■工事は雪消えと共に着工し47年1月中に開通

の予定です。

■ダイヤル式になりますと市内局爵は土市8局

下条5局になります。

　　　　　（十日町市電報電話局）

8新しく成人者になった新成人を対象につぎの

日程で新成人学級を公民館本館で開設しま

す。　　　　4月21日　　4月28日

　　　　　川冶地区敬老会

臼期日4月29日　午前9時30分受付（午前H時

開会）

口会場　川治小学校

■年令7曳才以上の地区住民で案内状のとどかな

い方は川治地区公民館に申し込んでください

　　　　：水道繰からおしらせ

■検針、集金員池田幸平さんのかわりに4月1

日からつぎの者に業務委託しましたのでお知

らせします。

　　宮沢昌義（住所・市内小黒沢）

　　　　保険証の更新について
■市傑険衛生課ではいまΣでの保険証が去る3

　月末日で無効とな．ったΣめあたらしい保険証

に更新しました。

口国保の被保険者で保険証がお手許に届かない

世帯主は保険衛生課に申し出ください・

■建㊨Z）保険証については、各自更新の手続き

をしてください。

■社会福祉事業に寄付（敬称略）

　　　　県政モニタ　を募集

■県民の建設的な意見や批判などを県政に反映

　させることを目的として、昭和46年度の県政

　モニターをつぎの要領で募集します。

■資格年令20才以上で男女を問わない。職業

は特に問わないが、国家公務員、地方公務員

　などを除く。

口応募方法　県政に関ナる自由な意見を、400

字詰原稿用紙2枚にまとめ、住所（郵便番

号）、電話番号、氏名、年令，職業、性別を

明記。

□しめきり　4月23日まで。

目応募先　新潟市学校田」通りi（〒951）

　　　　新潟県文書広報課

駅通り　川上浩三

一市民

下条地区婦人会

駅通り関口和夫

1，000円

7，000円

3，000ドJ

I，000円

　　　専門店会など蚕表彰

　　　　市血液対繁協議会で

■市血液対策協議会（市長村山謙吉）は3月29

　日午前ゆ時から市役所で、献血事業の推進に

貢献したつぎの事業所及び個人を表彰しまし

た。（敬称略）

［＞串：業所　関芳織物株式会社、滝文工業株式会

　　　社、十日町専門店会

じ〉個　人　高橋義昭、滝沢良介、村竹修、桜沢

　　　一成

　　　　旧火葬場の踏切を廃止

■このほど市の希望条件が入れられ、十日町駅

構内の旧火葬場踏切が廃止になりました。

■駅構内の線路上を歩くことは危険ですからや

めましょう。

ロミーテング　・　　4月28日　　講習室

■茶道教室　　　　　4月26日　　和室

■社交ダンスクラブ　4月24日　　軽運動場

　　　　保険衛生だより
妊婦検診

□参集区域　吉田地区

期　日　4月20日　午後1時～午後2時

場所古田出張所
対象者　姓娠中の者

■参集区域　中条、下条地区

期日4月2旧午後i時30分、午後2時
場所中条病院産婦人科

対象者　妊娠6ヵ月までの者

ただし嬉娠6ヵ月以ヒの老は同日乍後2時か
　ら午後2時30分までにおいでください。

8参集区域水沢地区

期　日　4月23日　午後1時～午後2時
場　所　水沢出張所

対象者　娩娠中の者

く注意＞

L貧血険査料35円ご持参ください。

2。妊婦検診の該当者で母子健康手帳の交付を受

けていない方は、検診会場でもお渡しします

から印鑑をご持参ください。

　　　　　停電のおしらせ

■4月20日　午前9時一正午まで

　山本、高橋クリーニングー城之古自動車学佼

入口間、関根一浅之平一笹之沢一池之平一落

之水一孕石一稲子平一椌木一長里

■4月23口午前9時一正午まで

昭和町2丁目の一部

　
工
藁
の
急
激
な
発
展
に
ょ
り
河
川

な
ど
の
水
質
汚
濁
が
著
る
し
く
、

こ
れ
ら
水
質
公
害
は
全
国
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
市
は
こ
の

よ
う
な
状
態
を
一
日
も
早
く
改
善
す

る
た
め
公
共
下
水
道
事
業
の
基
広
計

画
を
た
て
ま
し
た
。

汚
水
処
理
は
分
流
方
式
で

　
当
市
の
公
共
下
水
道
基
本
計
画
の

区
域
は
羽
根
川
か
ら
大
井
田
川
に
い

た
る
約
九
百
七
十
診
を
予
定
し
、
処

理
計
画
人
口
約
三
万
五
千
人
と
し
て

い
ま
す
。

　
汚
水
処
理
は
、
分
流
方
式
を
と
り

入
れ
、
雨
水
は
既
存
の
都
市
下
水

・
沢
川
合
流
点

】
力
年
で
1
5
愉

公
共
下
水
道
（

路
、
側
溝
な
ど
を
で
き
る
だ
け
利
用

し
、
汚
水
は
地
下
に
埋
設
す
る
下
水

管
で
処
理
場
に
は
こ
び
、
処
理
し
て

河
川
に
放
流
す
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
計
画
汚
水
量
は
家
庭
汚
水
と

工
場
汚
水
を
合
わ
せ
、
一
日
排
水
処

理
を
四
万
六
千
ト
ン
と
し
て
い
ま
す
。

　
信
濃
川
右
燦
に
絡
末
処

　
理
場

　
終
未
処
理
場
は
信
濃
川
右
岸
沿
い

の
中
沢
川
合
流
地
点
に
建
設
す
る
計

画
で
地
下
動
脈
下
水
管
か
ら
は
こ
ば

れ
た
汚
水
を
終
末
処
理
場
で
高
級
処

理
し
、
中
沢
川
へ
放
流
し
ま
す
。

　
総
工
事
費
約
四
十
億
円

終
末
処
理
は
中
沢
…

　
　
理
醐
七
力

億
円

の
基
本
計
画

用
　
　
総
工
事
費
は
約
四
十
億
円
必
要
で

爪
す
が
、
第
一
期
工
事
と
し
て
約
十
五

く
億
円
を
か
け
川
治
か
ら
田
川
間
で
約

　
二
百
五
十
診
を
七
ヵ
年
計
画
で
実
施

‘
し
ま
す
。

処
　
財
源
と
し
て
国
庫
補
助
金
三
十
％

．
　
（
四
億
玉
千
万
円
）
起
債
三
十
五
％

　
　
（
流
億
二
千
五
丙
万
円
）
市
費
三
十

　
五
％
（
五
億
二
千
五
百
万
円
）
を
予

い
定
し
て
い
ま
す
が
、
市
費
五
億
二
千

副
五
百
万
円
の
な
か
に
受
益
者
負
担
分

憾
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

爬
　
　
こ
れ
は
公
共
下
水
道
亭
業
な
ど
の

　
よ
う
に
特
定
の
蜘
域
の
注
民
だ
け
に

　
利
益
が
還
元
さ
れ
る
も
の
は
受
益
者
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鞭
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　　－，σづ♂

＼　　，…川劇

負
担
と
い
っ
て
法
律
に
よ
り
工
事
費

の
三
分
の
一
か
ら
五
分
の
一
を
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夕
稻
－
n
b
ー
険
ロ
H

＿一籍i一一一一1，8議川

平面図は信濃川と中沢川合流地点に設置予定の

終末処理場

　
以
上
の
よ
う
に
公
共
下
水
道
事
業

は
長
期
多
額
の
投
資
を
必
要
と
す
る

上
に
受
益
者
負
担
、
各
家
庭
の
水
洗

　
　
　
　
　
　
U
　
　
a

　
　
　
　
　
　
勘
　
』
”

リ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
メ
ち

型
。
翻

爵

・
　
欝

化
、
工
場
排
液
除
外
施
設
（
一
次
処

理
）
設
置
な
ど
今
後
さ
ら
に
検
討
す

る
予
定
で
す
。

八
地
区
に
給

水
開
始

　
　
　
水
沢
中
央
簡
易
水
道

　
工
事
費
七
千
六
百
万
円
で
昭
和
四

十
四
年
か
ら
二
ヵ
年
継
続
で
実
施
さ

れ
た
水
沢
中
央
地
区
簡
易
水
道
が
こ

の
ほ
ど
完
成
。
水
沢
八
地
区
に
給
水

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
去
る
三
月
二
士
百
水
沢

出
張
所
に
関
係
者
約
百
人
が
集
ま
り

し
ゅ
ん
工
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
水
沢
中
央
地
ヌ
簡
易
水
道
は
、
細

尾
、
天
池
、
土
市
、
太
田
島
、
新
宮

伊
達
、
大
黒
沢
、
小
黒
沢
の
八
地
区

に
給
水
す
る
も
の
で
給
水
戸
数
七
百

戸
、
給
水
人
口
三
千
七
百
人
で
一
日

最
大
計
岡
給
水
量
は
六
百
五
ト
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。

毎
月
1
0
日
は
火
の
用
心
の
日

　
　
　
　
　
ま
ロ
ヲ
ビ
チ
ド
ロ
ド
ヲ
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悶
可
f
ー
ー
，
，
ー
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ー
i
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購
困
目
，
1
1
ー
十
f
急
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附
黙
踊
聡
　
x
　
・
緩
、
藝
　
・
　
　
き
き
．
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
隔
．
貯
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ノ
ロ
げ
　
　
　
　
　
マ
　
ロ
ぽ

鰯
論
翻
…
響
饗
脚

央加たで百　▼まり
簡算分十五水基す地水

源
地
は
土
市
地
内
に
井
戸
を
掘

下
水
を
利
用
し
て
行
な
っ
て
い

O本
料
金
は
一
ヵ
月
三
百
五
十
円

道
使
用
料
金
は
、
基
本
料
金
三

十
円
（
基
雛
水
量
＋
立
方
麿
）

立
方
層
を
超
え
た
場
合
、
超
え

一
立
方
層
に
つ
き
三
十
五
円
が

声
れ
ま
す
。
【
写
真
】
水
沢
中

水
の
第
二
配
水
池
（
土
市
地
内
）
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1．募集区分

（1）職種及び募集人員

　α）消防士　　　　4名

　⑰交通指導員　　　　2名

　㊦水道技術職員　　　1名

（2）応募資格（年令算定は試験日現在によります）

　6）消防士

　　①学校教育法による高等学校の卒業者で、年令満

　　25才未満の男子

　　②身長158㎝以L、胸囲身長の2分の1以上、体

　　重50匂以上、視力O．6以上で色盲でない者

　⑰交通指導員

　　①年令満30才以上50才未満の男子で学歴は問bな

　　い
　　②普通自動車免許を有し、運転経験2年以上の者

　⑲水道技術職員

　　①学校教育法による高等学校の卒業者で、年令満

　　25才未満の男子

2試験方法
（11試験は教養試験（国語、社会）、口述試験、身体検

　査並びに身上調査を行ないます

（2）試験期日及び場所

　σ期日　昭和46年5月16日
　②場所及び時刻等は受験者に別途通知します

（3）申し込み方法

　　受験申込書（市長公室にあります）履歴書、成績

　証明書（交通指導員を除く）身上調書、身体検査書

　などを添えて、市長公室または十日町職業安定所へ

　お申し込みください。

4受付期間
　昭和46年4月21日から同月30日まで。

5．その他

（1）試験結果の発表は、5月下旬に行ない市役所前に掲

　示するほか受験者に通知します。

（2）採用は

　　昭和46年6月1日の予定。給与等は十日町市一般

　職員の給与支給条例により決定されます。その他く

　わしいことは、．市役所市長公室へお問い合わせくだ

　さい。

　　　　成人式は5月5口
今年の成人式は、5月5日（子供の日）に市民体育館

で行ないます。

受付は午前8時30分から（式典は午前9時30分から）

該当者は昭和25年4月2日から昭和26年4月1日生まれ

の者で、成人式当日までに十日町市に在住している者に

限られます。

記念講演は評論家古谷綱武氏、テーマ「しあわせにな

る人」。その他式人式についてのお問い合わせは市公民

館本館へ。　（電話2－2080番）

　　一～｛し。一u，、σ．u、ノr転内6～uい一〉㍉．一』

　　弥彦山スカィライン再開
圏春の行楽プランンこをま弥彦レuスカィラ癒④

インをお選びください。

口昨年皆さんのレクリェーションの場

　としてにぎわいをみせた弥彦山スカ

イラインが4月から装いもあらたに

再開されました。

　　　　　　（新潟県企業課）
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